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はじめに

東洋医学
「健康づくりの里」

東洋医学「健康づくりの里」は、高知県中村市に位置し、四万十川や太
平洋をはるかに臨み、緑の森に囲まれ、豊かな自然の恵みに感謝し、厳し
い自然の力に畏怖する環境の中にあります。

東洋医学「健康づくりの里」は、健康づくり情報交流センター、宿泊施
設、中国医学研究所の３つから成る複合施設の集合体です。

敷地はもともと小高い森であったところを切り拓いてつくりました。私
達は、この敷地に建物を設計するにあたり、まず切り拓く前の森の精を敬
い、森を再生した空間を創ろうと設計のコンセプトとしてこの施設を「こ
だまの杜（木霊の杜）」と名づけました。そして、情報交流センターのメイ
ンロビーは、その木立を再現した杜空間としています。

敷地がビジョンを
つくり出す

この敷地にたたずんだ時、人はこの壮大なる自然の中で果てしなく広
がるインスピレーションや夢やビジョンをめぐらすことができます。

｢地球と人にやさしい｣ 私達は、設計に先立ち、この東洋医学「健康づくりの里」建設プロジェ
クトにビジョンを与えるべく、またグリーンディベロップメントの開発手法
にのっとり、「地球と人にやさしい」という観点から設計のための様々な
コンセプトを構築しました。

｢間の心｣
｢五感をよみがえらせる
いやしの場｣ 

それが、「間
ま

の心」であり、｢五感をよみがえらせるいやしの場｣としての
共通コンセプトです。また、これらのコンセプトを実現するために、自然と
人とのかかわりの中で建築をとりまく要素を６つの基本要素としました。

これらのコンセプトを構築することで、私達設計者を始めとしてプロ
ジェクトの計画・設計に携わる各方面の人が、共通の意識や目標の中でそ
の計画プロセスを経てこられたのではないかと自負しています。

6つの基本要素（気、木、火、土、金、水）

 
 
 
 

 
 

配置・1 階平面図      

ペアガラスによる断熱性の向上 

ガラスの断熱性を向上させて、空調負荷を

低減すると共に、壁面の輻射熱の影響を少

なくして身体的な快適性を向上させる。 自然素材の使用 

あたたかさ、やさしさ、 

懐かしさ 

アースチューブ（地中熱利用空調） 

１年中安定した温度の得られる地中熱を利用し

て軽空調を行うことにより、人工的な空調を最

低に抑える。室内を一律温湿度条件とせず、空

調条件のゾーニングを行い、半屋外空間を設定

することにより実現。 

自然採光の取り入れ 

(トップライトの設置) 

自然の恩恵（昼光）を享受しながら人

工照明の電力消費を低減する。 

自然換気、自然通風、ドラフト換気 

(温度差換気）を配慮した開口部の配置 

自然の恩恵（風）を享受しながら 

機械換気の電力消費を低減する。 

地域調達材料の使用 

(地元産玉砂利･瓦端材床） 

周囲の景観を配慮する。製造・輸送

から廃棄に至る負荷を低減するこ

とにも貢献する。 

地域調達材料の使用 

(百年杉の空間(柱･梁)  

周囲の景観を配慮する。 

製造・輸送から廃棄に至る 

負荷を低減することにも 

貢献する。 

自然採光の取り入れ 

(トップライトの設置) 

自然の恩恵（昼光）を享受し

ながら人工照明の電力消費

を低減する。 

地域の原風景の継承 
(軒下のまき積み) 

文化の継承 

土佐漆喰 
その土地独自の材料の利用 

自動点滅照明（人間センサー） 
照明の消し忘れによる 

電力の無駄使いを防止する。 

節水型器具の使用 
水資源の保全。 

（その他の地球環境配慮事項） 
・ 生ゴミ処理機（地階） 
・ 高効率照明 
・ 高効率空調 
・ 全熱交換機 など 

木 火 土 金 水 空気 
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１．地球と人にやさしい施設とは

自然と人間の融合の中で、
健康と安全、快適性を保証しながら、

建設から運営に係わる全ての資源エネルギーの保全、削減を実現し、
そこから生ずる廃棄物や汚染を最小とすることを目指している。

そこを訪れる人達は古い伝統ある遺産の香りを嗅ぎ、
また新たな文化を創造する機会にめぐり合う。

ゆとりややすらぎから来る心理的、身体的効果は、
従来の生産性中心の生活に疲れた訪問者に、

次の行動への活力や意欲を生み出す創造性を与えてくれる。

地球環境を配慮した開発はまた、
有利な経済的効果を建物自体と地域社会に及ぼすことが可能となる。
光熱費、保守費等にかかるコストは、従来のものに比べて大きく節約され、
近隣地域からの有機栽培農家や漁業関係者からの生産物の供給や、
新たな労働需要から来る雇用による地元経済への貢献が認められる。

魅力ある土地（自然、文化、風土）と魅力あるプログラムを持つ施設は、
旅や健康に関係する雑誌や書物を通じて広くマスコミ報道され、

全国各地からの訪問者を期待でき、
直接的な利益をこの地域にもたらすことになる。

人にやさしい施設は、敷地の中で建物と人間が共に生きることができる。
人間は年齢に応じた感性（五感）で自然と対話する。
感性の鋭い若い人は直接的に自然を感受し、
老いたる人は記憶につながる感性をよみがえらせる。
人間の五感（視・聴・味・触・嗅）を通して、
自然と人間のふれあいによるいやしの場を実現する。

このように建てられた建物は、資産として長寿命を約束されると同時に、
将来の時々のニーズに応じた適応性を持ち、

市場での柔軟性は持続ある経済発展につながる。

そして、地球環境問題解決のための活動の一環として、各地から訪れる人々に地球環境を語りかけると共に、
個人レベルでの意識を高め、地域社会との統合のもとにこの土地の訪問者にも教育的恩恵をもたらすことに
なる。
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２．テーマ　　間
ま

　の　心

　自然には間
ま

がある。
自然とは人の力を加えられないものである。
野を渡る風を待つ間は、初夏のひととき。
かげった日射しを心待ちする間は、冬の日の昼下がり。
少しは遅かれと願う満月を待つ間は秋の夜長につながる。

全ての期待と興奮は、この少しの間をはさんで存在する。
雨を待つ間、晴れを待つ間は心と身を休め、やすらぎのうちに
次にめぐり来るもっと大きな安心と満足を約束する。

自然のゆらぎとうねりは、間と間をむすびつけ、
歴史や文化を再生し、厳しい気象を挑戦することなく受け入れ（パッシブ）、
それを豊かなみのり（ニューテクノロジー）として創出させる。
打ち捨てられたかの如き種々の素材は、情ある使い手により眠りから覚め、
その地の恵みと共に、新しい時代を誇らかに演出する。

間の心 は まごころ につながる。
心あるもてなしは喧騒と多忙で疲れた訪ね人達に
自然のなかに健やかに漂ういやしの安らぎをもたらし、
失ったかと思われた感性を再び取り戻させる。

視線は果てしなく景観をとらえ、天然の香りに浸され、
快い響きは耳に愉しく、豊かな幸に舌はおののき、
ふれる手触りが身体をはしる時、全てが心の琴線を鳴らす。
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３．東洋医学「健康づくりの里」両施設共通コンセプト
－両施設共通コンセプト　いやし－
　　森の中に入ると、樹々の霊が語りかける建物がほほえんでいる。
　　広がる四万十川は目にやさしく、海の響きは耳にたのしい。
　　自然は（太陽の）光となり、熱となって建物に生命をそそぐ。
　　土はその内なる魔力で建物を和らげ、風は流れの中の人をなごます。
　　恵みの雨は朝に夕に生き物に潤いを与える。
　　建物は自然と共鳴し、ふたつは逆らうことなくその存在を確かめ合う。
　　訪れる人はたゆとい、導かれ、そして立ち止まり、光と影の間に安らぎ、いやされる。
　　人々は整えられた材料と形と色の調和した文化のかおりを嗅ぎ、

６つの基本要素（気：木、火、土、金、水）
　建物をとりまく要素を自然と人間とのかかわりの中で
　６つの基本要素とする
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和和紙紙天天 井井

エエココカカララッットト
((  調調湿湿機機能能 ))

珪珪藻藻土土

杉杉板板張張りり

和和紙紙壁壁

ソソイイルルセセララミミッッククタタイイルル
((廃廃熱熱利利用用))

床床

Aタタイイププ客客室室ホホテテルル客客室室仕仕上上げげホホテテルル客客室室仕仕上上げげ

和和紙紙天天井井

杉杉板板張張りり

珪珪藻藻土土壁壁

ソソイイルルセセララミミッッククタタイイルル
((廃廃熱熱利利用用))

畳畳床床

Bタタイイププ客客室室
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Bタタイイププ客客室室

和和紙紙天天井井

杉杉板板張張りり

和和紙紙壁壁

麻麻ママッットト床床

Cタタイイププ客客室室
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杉杉板板張張りり天天井井

珪珪藻藻土土壁壁

杉杉板板張張りり床床

Dタタイイププ客客室室
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環環境境配配慮慮投投資資にに対対すするる回回収収予予測測
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環環境境配配慮慮投投資資にに対対すするる回回収収予予測測  （（ホホテテルル））
((設設計計時時））

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

従従来来型型 環環境境配配慮慮投投資資 投投資資回回収収  

（千円）
空調及び電気設備容量低減

生ごみ処理機の採用

太陽熱温水器の採用

エコケーブルの採用

省エネ型照明器具の採用

コンクリート容量の増

<環境配慮投資項目>

11年年目目よよりり利利益益がが出出るる

初初期期投投資資
減減少少

年間電気代低減分

年間ガス代低減分

年間水道代低減分

資資金金運運用用試試算算 Pay Back （（ホホテテルル））資資金金運運用用試試算算 Pay Back （（ホホテテルル））



３章　軌跡の賦

166

エエネネルルギギーー消消費費ココスストト (セセンンタターー））
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四四万万十十いいややししのの宿宿－－空空調調負負荷荷低低減減 月月別別空空調調エエネネルルギギーー使使用用量量（（電電力力使使用用量量））比比較較
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四四万万十十いいややししのの宿宿－－空空調調負負荷荷低低減減 月月別別空空調調エエネネルルギギーー使使用用量量（（電電力力使使用用量量））比比較較
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四万十いやしの里

 太陽熱利用の検証：太陽熱給湯システムの採用

 ガス使用量比較（従来型：環境配慮型）
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四四万万十十いいややししのの宿宿－－ガガスス使使用用量量比比較較（（従従来来型型：：環環境境配配慮慮型型））
太太陽陽熱熱給給湯湯シシスステテムムのの採採用用

アアーーススチチュューーブブアアーーススチチュューーブブ
●●長長ささ ：： 約約80m（（外外気気取取入入口口～～吹吹出出手手前前））
●●床床下下ピピッットト：： 幅幅3.8m××深深ささ1.0m
●●ピピッットト内内開開口口部部：：Φ50cm××2箇箇所所をを通通ししてて流流通通
●●送送風風フファァンン：： 2,500m3/h××2台台

夏夏期期とと冬冬期期ののピピッットト内内温温度度変変化化 夏夏期期とと冬冬期期ののピピッットト内内湿湿度度変変化化
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屋屋上上緑緑化化；；冬冬（（浴浴室室上上部部））屋屋上上緑緑化化；；冬冬（（浴浴室室上上部部））

屋屋上上緑緑化化；；夏夏（（浴浴室室上上部部））屋屋上上緑緑化化；；夏夏（（浴浴室室上上部部））

屋屋上上緑緑化化；；冬冬（（浴浴室室上上部部））屋屋上上緑緑化化；；冬冬（（浴浴室室上上部部））

屋屋上上緑緑化化；；夏夏（（浴浴室室上上部部））屋屋上上緑緑化化；；夏夏（（浴浴室室上上部部））
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